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体成分分析
体を化学的観点から4つ(体水分・タンパク質・ミネラル・
体脂肪 )の成分に分けて現状を表示します。この表を見る
ことで、体内成分の均衡が一目で分かります。非健常者は
栄養欠乏・浮腫などの症状が体成分の不均衡となって
表れます。

体成分履歴
測定 ID毎に直近データを 8件まで表示します。履歴表
示する項目は環境設定から変更できます。

筋肉 - 脂肪
筋肉量と体脂肪量が体重に対して適切であるかを棒グラフ
で表示します。身長と性別から求める標準体重を基に筋
肉量・体脂肪量の標準値を定めており、グラフの形から
体型を視覚化できます。

肥満指標
身長と体重で計算したBMIだけでは、体重が標準でも
体脂肪率の高い隠れ肥満を正しく評価することができま
せん。InBodyはBMIと体脂肪率を提供するため、総合的
な肥満評価ができます。

部位別筋肉量
筋肉量を四肢と体幹の部位別に測定し、標準体重と現在
体重で持つべき筋肉量を基準に筋肉の発達具合をグラフ
で提供します。グラフからは各筋肉の発達程度と共に身
体の上下・左右が均衡に発達しているかも評価できます。
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位相角は50kHzの交流電流が細胞膜を通過する際に計
測される抵抗 (リアクタンス )を角度で表した項目で、体
細胞量や細胞膜の構造的完成度に比例します。そのため、
生命予後や重症度の指標として広く活用されています。
また、ECW/TBWと位相角は四肢と体幹の部位別にも
提供されます。

Result Sheet

インピーダンス

部位別体脂肪量
部位別の体脂肪量を分析する項目です。グラフの長さは
標準体重に対する体脂肪量の多さを表します。

体重調節
体成分を考慮した適正体重と調節すべき筋肉量や体脂肪
量を表示します。この数値を目標にすることで健康的で
体成分の均衡が取れた体重管理が可能になります。

各部位・周波数別のインピーダンス(Z)情報をエラーコー
ドと一緒に表示します。インピーダンスは交流電流が体
水分に沿って流れる際に発生する抵抗であり、全ての体
成分結果の基になります。

研究項目
栄養評価・生活習慣指導・研究などでよく活用される
項目です。装置の環境設定から別項目を選択・表示する
こともできます。

体水分均衡 - 位相角
細胞外水分比 (ECW/TBW)は体水分量に対する細胞外
水分量の割合であり、体の水分均衡を表します 。健康な
体は一定の水分均衡を維持しますが、疾患や栄養不良等
で均衡が崩れて高くなります。

細胞外水分比(ECW/TBW)が高くなる2つの仕組み

細胞内水分量(ICW)の減少
老化や栄養不良など

細胞内水分量が減少し、相
対的に細胞外水分比が高い
状態です。筋肉の過水和を
伴いません。

細胞外水分量(ECW)の増加
疾患や怪我など

細胞外水分量が増加し、全体
の水分量も増えた状態です。
筋肉の過水和を伴います。

サルコペニアの診断に活用される項目で、直近データを

5件まで表示します。アジア人における診断基準は次の
通りです。1

骨格筋指数(SMI) = 四肢骨格筋量(kg)  ÷身長(m)2   
男性<7.0kg/m2、女性<5.7kg/m2


